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一秋田大学泌尿器科における赤外線分光分析結果および
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  The chemical composition of ninety－four urinary calculi in Akita University were studies by

infrared spectroscopy． T4e calculi centained oxalate， phosphate， uric acid and cystine were 62

（67％）， 71 （77％）， 4 （4％） and 1 （1％） in the total stones． The ratio ammong the calculi of the

upper urinary tract， contained above compositions was 1．00： O．95： O．07： O．02， respectiveiy．

  The statistic observation en the chemical compositions of 3，123 urinary calculi reported in

Japan since 1956 revealed as follows： the calculi contained oxalate， phosphate， uric acid and

cystine were 2，082 （67％）， 2，244 （72％）， 372 （12％） and 35 （1％）， in the total stones． The ratio

．ammong the upper urinary tract was 1．00： 1．OO： O．IO： O．Ol， respectively．

は じ め に

 尿路結石症は泌尿器科領域においては最も一般的な

疾患であるが，その原因や予防については未解決な問

題が多い．こうした問題解決の一助として結石の化学

分析は古くからおこなわれており，各疾患との関連性

についても多くの報告がある．

 今回われわれは赤外線分光分析法により尿路結石を

腎，尿管，膀胱結石群に分けて結石成分を分析した．

さらに本邦におけるこれまでのおもな分析結果を集計

し多少の文献的な考察を加えて検討したので報告す

る．

対象および方法

 1971年より1975年までの4年間に秋田大学泌尿器科

を受診した尿路結石症患者のうち男性61名，女性20名

の計81名を対象とした．分析をおこなった結石は膀胱

結石18個，尿管結石39個，腎結石35個の計92個であ

る．赤外線分光分析には日本分光工業製のIRA－1を

用い，KBr錠剤法によりおこなった．なお分析の際

結石が肉眼的に均一でないものは，数ヵ所より標本を

とりおのおのの分析をおこなって成分を決定した．ま

た結石の部位分類で2ヵ所以上に結石が存在したもの

は，それぞれの結石存在部位に分類した．

 本邦におけるおもな結石成分分析結果の集計には楠

ら（新潟大）1），稲田ら（京都大）2），市川ら（東京大）3），

察（名古屋大）4），斉藤（北海道大）5），上月ら（神戸

大）6），中溝ら（山口日赤）7），江本ら（徳島大）8），白

石（青森県中央）9），相戸ら（九州大）10），Otsujiら（鹿

児島大）11），斉藤（東京医歯大）12），高橋（独協大）13）

河村（東京大）14）の報告を用いた．なお集計には前立

腺結石や精管結石などの尿路以外の結石や成分記載不
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明瞭の結石を除外した．

結 果

桑原：尿路結石の分析

 1）年齢

 膀胱結石症患者18名の平均年齢は42．5±6．5歳（平

均±標準誤差，以下同様），尿管結石症39名では4L5

±1，8歳，腎結石34名では45．8±2，6歳であった．t一

検定では各疾患の年齢に有意の差はなかったが標準誤

差は膀胱結石症患者が最も大きく若年者と高年者にか

たよっている傾向がみられた．

 2）性別

 膀胱結石症では男性12名（67％），女性6名（33％），

尿管結石症では男性31名（79％），女性8名（21％），

腎結石症では男性18名（53％），女性16名（47％）で

あった．

 3）血清Ca， Pおよび尿酸値

 膀胱結石症患者の血清Ga， Pおよび尿酸値の平均

はそれぞれ9．4±o．28mg／dl，3．7土。，49 mg／dl，6．6±

O．41 mgfdlであった． 尿管結石症患者では同様に

9．1±0．llmg／d至，3．2±0．18mg／dl，5．88±O．27 mg／dl

であった．また腎結石症患者では 9．2±0．14mg／d1，

3．4±0．23mg／dl，5．68±0。35 mg／dlであった．以上の

血清Ca， P，尿酸値は各疾患群の間に有意の差はみら

れなカ1つた （Fig．1）．

Tabie L 秋田大学における尿路結石の成分分析結果
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および尿酸

 4）結石の成分分析

 単一成分結石，混合成分結石を一括して結石部位と

の関係をTable lに示す．以下単一成分結石，混合

（）内は総結石に対する％

成分結石，総結石の順に述べる．

 a）単一成分結石

 単一成分結石の総数は36個で成分別にみると蔭酸カ

ルシウム結石（以下OX）が16個と単一成分結石の44

％を占めてもっとも多く，次いでリソ酸マグネシウム

アンモニウム結石（以下PMgNH4）が13個（36％），

尿酸結石（以下UR）が4個（11％），リソ酸カルシ

ウム結石似下PCa）が2個（6％），チスチン結石

が1個（3％）の順であった．

 単一成分結石を部位別にみると尿管に15個（42％），

腎に15個（42％）と上部尿路結石が84％を占め膀胱は

6個（16％）であった．部位と成分との関係をみると

膀胱では6個全部がPMgNH4であった．尿管では15

個の単一成分結石中OXが11個（73％）ともっとも

多く．他はPCaが2個（13％）， URが2個（13％）

でありPMgNH4はなかった．腎では15個のIE一一成分

結石中PMgNH4が7個（47％）と最も多く，次いで

OX 5個（33％）， UR 2個（13％），チスチン1個

（7％）であったがPCaはなかった．

 b）混合成分結石「

 混合成分結石56個のなかではOX＋PCaが最も多く

37個（66％）と過半数を占め，次いでPMgNH4＋PCa

lO個（18％）， OX＋pCa＋pMgNH48個（14％）， OX＋

PMgNH41個（2％）の順であった．

 混合成分結石と結石部位との関係をみると膀胱では

12個の混合成分結石中PMgNH4＋PCaが6個（50％）

と最も多く，OX十PCa 4個（33％）， OX十PCa十

PMgNH42個（17％）の順であった．尿管では24個の
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混合結石中OX＋PCaが20個（83％）と大部分を占

め，pMgNH4＋pCa， OX＋pCa＋pMgNH4はいずれも2

個（8％）ずつであったが，OX＋PMgNH4はなかっ

た．腎では20個の混合成分結石中OX十PCaが13個

（65％），OX十．pCa十pMgNH44個（20％）， pMgNH4十

pCa 2個（IO％）， OX＋pMgNH41個（5％）であっ

た．

 c）総結石

 総結石92個中OXを含む結石はFig．2にみるよ

うに膀胱結石（以下B）18個中6個（33％），尿管結

石（以下U）30個中33個（85％），腎結石（以下K）

35個中23個（66％）であった．このうちOXを単一

成分とするものはBO％，Ull個（28％），K：5個

（14％）であった，PCaを含むものはFig・3にみるよ

うにB12個（67％），U16個（67％），K19個（54％）

であり，このうちPCaを単一成分とするものはBO

％，U2個（5％）， K：O％であった． PMgNH4を含

むものはFig．4にみるようにB14個（78％）， U 4

個（10％），K14個（40％）であり，このうち単一成

分とするものはB6個（33％），UO％，K7個
（20％）であった．PCaとPMgNH4をPに一括し，

OX， P， URに分け，さらに結石部位を上部尿路と下

部尿路に分けてみると上部尿路結石ではOX 56個

（77％），P53個（72％）， UR 4個（5％）となり，

下部尿路結石ではそれぞれ6個（33％），18個（100
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  膀胱結石     尿管結石      腎結石

Fig．2．胃酸カルシウム（OX）を含む結石

   膀胱結石     尿管結石      腎結石

Eig・3． リン酸カルシウム（PCa）を含む結石

100 一1

％
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”
團単一成分
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    膀胱結石     尿管結石      腎結石

Fig．4． リン酸マグネシウムアンモニウム（PMgNH4）

    を含む結石

％），0％となった．また，上，下尿路の総結石でみ

ると，それぞれ67％，77％，4％であった．OXの個

数を1として他の成分を含む結石との比率をみると上
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Table 2．本邦における尿路結石分析の集計
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P
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7
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1フ7
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方法

Chem

Chem
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Chem

Chem

IR
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Chem

IR

IR

IR

IR
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IR

＊三部の分析結果による

Chem：化学分析法， IR：赤外線分光分析法，（）内は％
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部尿路結石ではOX：P：UR：チスチン＝1．00：0．95：

0．07：0． 02であり，下部尿路結石では1．00：3．00：0：0

であった．

 5）本邦における尿路結石分析の集計

 これまでのおもな報告から15機関，3，123結石の分

析集計結果をTable 2に示す．

 分析方法をみると赤外線分光分析法（IR）によるも

のは10機関2，121結石（68％），化学分析（Chem）に

よるものは5機関1，002結石（32％）であった．総結

石3，123個のうちOXを含むものは2，082個（67％），

Pを含むものは2，244個（72％），URを含むもの372

個（12％），チスチンを含むもの35個（1％）であっ

た．上部尿路結石ではOXは1，812個， Pは1，818個，

URは176個，チスチン27個であった．下部尿路結石

ではOXは270個， Pは426個， URは196個，チス

チン8個であった．OXの個数を1として他の成分を

含む結石との比率をみると上部尿路結石ではOX：P：

UR：チスチンは1．00：1．00：0．10：0、Olで，下部尿

路結石では1．00；1．58：0．73：0．03であった．各機関

におげる成分別結石の割合はOXとPに関しては，

ほぼ類似の結果であるが，URに関しては最低は山口

日赤，独協大，秋田大の4％から最高は北海道大の33

％までかなりの差異がみられた．

考 察

 尿路結石症において結石の化学的な成分を知ること

は結石の発生原因の研究だけではなく，治療方針や再

発防止対策をたてるうえにも必要不可欠なものになっ

ている．実際に各種の結石症に対する治療法や予防法

は結石の組成によってかなり異なっており15），こんに

ちこうした事実を無視して尿路結石症を治療すること

はでぎない．

 結石の成分は患者の既往歴や血液，尿の生化学的検

査，レ線学的検査などからある程度推定できるが16），

正確には得られた結石そのものを直接分析する以外に

はない．これまで尿路結石の成分分析には多くの方

法17）が報告されているが，いずれも一長一短がある．

そのなかで赤外線分光分析法はBeischer18）による最

初の報告以来，その簡便さと正確さのために広く用い

られている．本法は1～2mgの微量の試料で分析が

可能であるので小結石の分析にはとくにすぐれた方法

である．さらに結石の任意の部分の分析ができること

や1回の測定で結果が判明すること，操作技術にあま

り影響されず短時問で分析できることは他の方法にみ

られない特長であり，最近の本邦における結石分析は

もっぱら本法によっている感がある．
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 結石成分の分類についてはこれまで報告者により，

また分析方法によりさまざまであるが，Prienig）はカ

ルシウムを含むものと，含まないものに大別し，前者

をさらにOX， PCa， PMgNH4の3群に分類している．

かれはこれらの加水物や水酸化物により，さらに細分

化しても実際的にはあまり意味がないことも指摘して

おり，臨床的には3者を区別すればよいように思われ

る．ちなみに初期の化学分析でたびたび報告された炭

酸カルシウム結石はその大部分がapatitc構造中に存

在する炭酸と誤ったものであり20），現在では独立して

分類している報告者はほとんどみられない．

 今回われわれが得た結果と本邦のこれまでのおもな

報告結果をみると上部尿路結石ではOXの数を1と

したP：UR：チスチン比は，ほぼ類似の結果を示した

が，下部尿路結石では分析例数が少なかったためか違

いが大きかった．また総結石ではOX， Pを含む結石

の割合は大差がなかったがURに関してはかなりの差

異がみられた．各機関の報告をみてもURの割合が最

もかたよりが大きい．これは特定の結石がある地方に

多発すると考えるよりも，分析方法の違いに関係して

いるようである．すなわち分析方法との関係をみると

URが20％以上とする結果を出した4機関では徳島大

を除きすべて化学分析法を用いており．10％以下の結

果を出した8機関では青森県中央病院を除き赤外線分

光分析法を用いていた．化学分析法と赤外線分光分析

法でこうした差異のでる原因は明らかではないが，各

地の結石成分の違いを検討する場合には，分析方法も

考慮する必要があると思われた．

結 語

 秋田大学泌尿器科における81名の尿路結石患者を対

象にして，92個の結石を赤外線分光分析法をもちいて

分析するとともに，これまでの本邦におけるおもな報

告をもとに3，123個の分析結果を集計し検討した．

 上部尿路結石の蔭酸カルシウム，リン酸カルシウ

ム，尿酸，チスチンの成分別結石の割合は全国の集計

とほぼ同様であったが，下部尿路結石では違いがみら

れた．また尿酸結石については各機関でかなりの差が

あり，これには分析方法の違いも関係していると思わ

れた．

 御協力をいただいた鉱山学部柏谷景昌助手，泌尿器科下山

裕子技師に感謝いたします．
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